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～鳥取出身覆面プロレスラー～

ブラックバファローさん
市長表敬訪問

５月１５日（金）
　今までは正体不明の覆面レスラーでしたが、プロ
フィールを明かしたことで、鳥取の皆さんから応援して
もらえるようになりました。プロレスを通じて地元鳥取
県をＰＲしていきます。

～等身大の自分を描こう～

はたこうしろう講演会

５月１０日（日）
　若手絵本作家の、はたこうしろうさんを招き、絵本・
読書にかかわる講演とワークショップが行われました。
ワークショップでは、参加した２０人の子どもたちが、
自由な発想で意欲的に作品作りに取り組みました。

～第３１回全国伝建総会倉吉大会～

打吹玉川伝統的建造物群保存地区
現地視察

５月２１日（木）
　全国から約２００人の参加者が集まり、総会や研修会、
現地視察などが行われました。現地視察では、居住者・
建築士会・ボランティアガイドの皆さんの説明を受けま
した。

～びくともしないね～

第３１回櫻杯争奪相撲選手権大会
ぶつかり稽古

４月２６日（日）
　佐渡々嶽部屋の琴欧洲関、琴国関がちびっ子力士に胸
を貸しました。あいにくの雨模様でしたが、集まった観
客からは熱い声援が飛んでいました。

～甘過ぎるほど甘い !! ～

プリンスメロン査定会

５月１４日（木）
　ＪＡ鳥取中央本所で行われたプリンスメロン査定会に
は、生産農家など関係者が出席しました。今年は、１、２
月に大雪など悪天候に見舞われましたが、春は、好天に
恵まれ、例年以上に甘みの乗った良いできになりました。
　プリンスメロンは、粉ミルクやブドウ糖を使った減農
薬栽培を行い、人にも環境にも優しい倉吉の名産品です。

▲旧豊田家住宅での説明
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ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
？　
　

　

皆
さ
ん
は
韓
国
の
古
典
の「
春
香
伝

（
チ
ュ
ニ
ャ
ン
ジ
ョ
ン
）」を
ご
存
知
で

す
か
。

　

韓
国
で
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る

お
話
で
、
小
説
だ
け
で
な
く
、
パ

ン
ソ
リ（
一
人
で
歌
っ
た
り
台
詞
を

言
っ
て
演
じ
る
韓
国
の
伝
統
芸
能
）、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ド
ラ
マ
や
映
画
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
演
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
地
方
官
吏
の
息
子
で
あ

る
李
夢
龍（
イ
・
モ
ン
ニ
ョ
ン
）と
妓
生

（
キ
ー
セ
ン
）の
娘
で
あ
る
春
香（
チ
ュ

ニ
ャ
ン
）と
の
悲
恋
物
語
で
、
端
午
の

節
句
の
時
に
、
外
で

（
ク
ネ
）（
ブ

ラ
ン
コ
）に
乗
っ
て
い
た
春
香
に
李
夢

龍
が
一
目
ぼ
れ
す
る
こ
と
か
ら
物
語

が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
ご
ろ
に
な
る
と
端
午
の
こ
と
と
、

こ
の
物
語
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
６

月
に
端
午
の
節
句
な
ん
て
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
韓
国
で
は

端
午
だ
け
で
な
く
、
お
正
月（
ソ
ル
ナ

ル
）や
お
盆（
秋
夕（
チ
ュ
ソ
ク
））な
ど

も
旧
暦
で
過
ご
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ち
ょ
う
ど
今
ご
ろ
が
端
午
の
節
句（
旧

暦
５
月
５
日
）に
な
り
ま
す
。

　

端
午
の「
端
」
は「
は
じ
め（
一
番

目
）」、「
午
」は「
五
」を
意
味
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
端
午
は「
月
の
五
日
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
一
年
中
で
最
も「
陽

気
」が
盛
ん
に
な
る
日
と
し
て
、
昔
か

ら
大
き
な
年
中
行
事
の
一
つ
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
雨
が
多
く
降
る
よ
う
に
な

り
伝
染
病
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

厄
除
け
と
し
て
ヨ
モ
ギ
の
餅
を
食
べ

た
り
、
女
性
は
菖
し
ょ
う
ぶ蒲
湯
で
髪
を
洗
っ

て
、
菖
蒲
の
根
で
か
ん
ざ
し
を
作
り

髪
に
飾
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

本
来
は
田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
の

短
い
休
憩
を
利
用
し
て
、
そ
の
年
の

豊
作
な
ど
を
祈
願
す
る
日
で
し
た
が
、

今
で
は
普
通
の
お
祭
り
が
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
シ
ル
ム（
韓
国
相
撲
）

大
会
や
女
性
の
ブ
ラ
ン
コ
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
シ
ル
ム
の
優
勝
者
は
牛

一
頭
を
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地

で
大
き
な
市
が
立
ち
多
く
の
人
が
集

ま
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
端
午
を
は
じ
め
、

多
く
の
伝
統
的
な
祭
り
が
近
代
化
と

と
も
に
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
私
の
故
郷
で
も
あ
る

江
陵（
カ
ン
ヌ
ン
）
で
は「
端
午
祭（
タ

ノ
ジ
ェ
）」
と
し
て
今
で
も
大
き
な
祭

り
が
催
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
５
年

11
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
遺
産

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
旧
暦
４

月
５
日
、神
様
に
奉
納
す
る「
神
酒（
シ

ン
ジ
ュ
）
づ
く
り
」
か
ら
始
ま
り
、
５

月
７
日
ま
で
続
く
こ
の
祭
り
は
、
一

見
の
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
江
陵

の
真
ん
中
を
流
れ
る
南
大
川（
ナ
ム

デ
チ
ョ
ン
）
の
土
手
の
下
に
で
き
る
、

（
ク
ッ
パ
ン
）（
韓
国
の
巫
女
の

お
払
い
儀
式
と
そ
の
空
間
）
や
韓
国

式
土
俵
、
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
な
び
か

せ
な
が
ら
乗
る
ブ
ラ
ン
コ
、
伝
統
音

楽
を
演
奏
す
る
人
々
や

 （
ナ
ン

ジ
ャ
ン
）（
市
場
）な
ど
が
懐
か
し
く
な

り
ま
す
。

▼ 
朝
鮮
時
代
後
期
の
風
俗
画
家
・
申
潤
福

（
シ
ン
ユ
ン
ボ
ク
）の「
端
午
図
」

端
午
が
終
わ
る
と
梅
雨
で
す
ね
。

●
今
月
の
一
言
●

단 タ

오 ノ

가 ガ 

끝
나 ナ

면

 

장

마 マ

네 ネ

요 ヨ. 

ク
ン

ミ
ョ

チ
ャ

ン

ン

Ｃ谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

一
意
専
心
（
い
ち
い
せ
ん
し
ん
）

　

倉
吉
市
長　

長
谷
川 

稔

　

「
市
報
の
市
長
欄
、
中
学
生
程

度
に
理
解
で
き
、
身
近
に
感
じ
て

読
ん
で
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

中
学
生
と
い
え
ば
感
受
性
が
強

い
年
ご
ろ
で
あ
り
、
私
も
中
学
時

代
、
校
庭
で
浅
沼
委
員
長
が
演
説

中
に
刺
殺
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

き
、
衝
撃
を
受
け
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
あ
り
、
国

会
や
霞
ヶ
関
を
移
動
す
る
と
き
、

日
比
谷
公
園
を
よ
く
歩
き
ま
す
。

日
比
谷
公
園
の
歴
史
は
大
名
屋
敷

跡
地
を
百
十
年
近
く
前
、
全
国
の

公
園
に
先
駆
け
て
整
備
を
さ
れ
、

本
市
の
打
吹
公
園
も
翌
年
、
造
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
は
江
戸
時
代
以
来
の

土
地
利
用
形
態
と
個
人
の
土
地

利
用
の
権
利
を
か
な
り
認
め
る

中
で
、
町
並
み
が
で
き
、
大
正
八

年
に
都
市
計
画
法
を
制
定
、
こ
の

時
、
用
途
地
域
の
計
画
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
当
時
の
東
京
市

長
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
は
で
き
も

し
な
い
こ
と
を
言
う
大
風
呂
敷
と

呼
ば
れ
た
由
縁
で
も
あ
る
わ
け
で

す
。
真
実
は「
こ
の
市
街
地
は
い

つ
の
間
に
か
存
在
し
た
よ
う
だ

が
、
必
ず
だ
れ
か
が
負
担
し
て
、

ま
た
政
策
に
基
づ
い
て
道
路
や
公

園
が
で
き
て
い
る
」
と
正
直
な
説

得
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
か
ね
て
か
ら
、
用
途

区
域
の
方
に
多
く
納
税
を
い
た
だ

く
都
市
計
画
税
の
課
題
を
も
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
問
題
を

伏
せ
る
の
で
は
な
く
、
外
向
け
に

提
示
す
る
う
え
で
、
職
員
以
外
で

の
検
討
委
員
会
を
設
け
、
論
議
を

始
め
ま
し
た
。
キ
ー
は
①
都
市
計

画
税
の
税
率
が
固
定
資
産
税
１
．

５
％
に
０
．２
％
上
乗
せ
と
な
る
た

め
、賦
課
対
象
区
域
で
は
結
局
、１
．

７
％
と
な
っ
て
い
る
。
②
目
的
税

と
し
て
い
る
が
、
下
水
道
事
業
の

拡
大
な
ど
に
よ
り
、
対
象
区
域
に

整
合
性
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
現
在
の
税

率
は
引
下
げ
る
こ
と
で
減
収
と
な

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
域
内

で
の
税
源
の
偏
在
と
均
等
に
負
担

す
る
方
向
に
近
づ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
び
だ
け
は
見
直
し
す
る

に
も
時
間
が
な
い
と
い
う
逃
げ
道

に
入
ら
ず
、
解
決
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
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リズムにのって親子で遊ぼう！

お

母
さん
と赤ちゃんのため

の育ちの広場
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●倉吉市の人口
（基本台帳）

24,184人（＋46）男

26,967人（＋52）女

51,151人（＋98）計

20,282世帯（＋95）

95人（－1）男

187人（－4）女

282人（－5）計

  232世帯（－3）

●外国人登録者数

　さあ！梅雨の雨をリズムに乗って吹きとばしましょう♪　今

月は、小さな子どもたちが音楽の楽しさや身体を動かす心地よ

さを味わえる、親子で楽しめるリズム遊びを開催します。歌あ

り、ピアノの連弾あり、そして親子で一緒に身体を動かしてた

くさん遊びませんか？

と　き：６月２４日（水）午前１０時３０分～１１時３０分

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」

対　象：０～５歳の子どもと保護者（３０組程度）

講　師： 福田 裕子さん、吉田 倫子さん　参加費：無料

申込期限：６月１９日（金）
※申込・問合せ先：子育て総合支援センター「おひさま」

　（あ／い２２―３９１４）

■この市報６月号の入稿と、我が
家の新中学生の中間テストが同じ
日でした。初めてのテストで勝手
が分からず四苦八苦していました
が、それなりに夜遅くまで頑張っ
て勉強していました。教科書や
参考書を覚えるだけでなく、「勉
強」から生まれる、知識を広げた
り、問題を解いたりすることの「楽
しさ」を若い脳で感じて欲しいと
願っています（Y.T）
■久々に、打吹玉川伝統的建造物
郡保存地区を歩く機会がありまし
た。高校生のとき、毎日自転車で
通学していた道でしたが、印象が
ずいぶんと変わっていました。倉
吉には、私が知らない場所がまだ
まだたくさんあるんだろうなと感
じた時間でした（K.K）

161

イベント内容 
☆大学概要説明
☆施設見学
☆なんでも相談
　コーナー
☆社会人相談
　コーナー
☆保護者対象説明会
☆スタンプラリー（第１回）
☆クラブ・同好会紹介（第２回）
☆卒業生パネルディスカッション（第３回）
☆ウォークラリー（第４回）　　など
昼　食：無料
無料送迎バスあり
・倉吉駅４番バス乗り場発（10：40、11：00）
・帰り短大発（15：40、15：55）

※申込・問合せ先：鳥取短期大学入試広報課

　　　　　　　　　（あ２６―９１７１）

とりたん

オー
プンキャンパス開催！

　今年も、高校生や地域の人を対象に、
５回のオープンキャンパスを行います。
　授業体験、学生たちの案内による施
設見学など、楽しみながら学生気分を
味わうことができます。
　進学を希望する高校生や社会人の人
はもちろん、ご家族や一般の人の参加
も大歓迎です。ぜひお越しください。

No.37

皆さんは「オーボエ」という管楽器をご存知で
しょうか？今、非常勤講師として河北小学校に勤務する傍ら、出
雲芸術音楽アカデミー音楽院で講師としてオーボエを指導したり、
オーケストラ・室内楽の演奏会に出演したりしています。また、地
元倉吉市の高等学校の吹奏楽の指導も行っています。子どもたち
は本当に純粋で、大人をよく見ています。言葉、行動、服装、歩
き方から顔のほくろの数まで・・。先生として子どもたちに「教え
る」という立場ですが、地域の皆さんやそのほかの先生方、そして
何より子どもたちから「教えられること」の方がはるかに多い日々
を過ごしています。

音楽は、僕にとってやはり少し特別な
ものです。「音」で楽しく伝え合ったり、表現したり、遊んだり、感
じたりできることは音楽の大きな魅力です。感じたり、思ったこと
を表現するために声や楽器を使います。そうすることで感性、つま
り感じる心が育つと思っています。これは普段の生活の中で人の気
持ちを感じたり、思いやりの心を持つことにつながると思います。
合奏、合唱などではみんなと心を合わせることで、すばらしいハー
モニーが生まれ協調性も身につきます。音楽というものを通してこ
れまで学んできたことや経験してきたことが今の自分の人生の柱
の一つになっています。

どんなものからでも子どもたちに伝え
る手段は多々あると思いますが、僕の場合、たまたまそれが「音楽」
でした。これからも地元倉吉で「音楽」を通して子どもたちやいろ
いろな人と関わって、人生を楽しく、有意義なものにしていきた
いと考えています。
★プロフィール：昭和５５年７月生まれ（かに座）/Ａ型

今後の演奏予定：アザレアのまち音楽祭２００９「ミニ・リサイ
タル・リレーコンサート」　と　き：６月７日（日）午前１１時～
ところ：倉吉未来中心 小ホール　/　入場料：７００円

河
かわ も と

本　慎
し ん じ ろ う

二郎さん
 　　　　　　（オーボエ奏者）

     ・第１回：６月　７日（日）
　・第２回：７月１２日（日）
　・第３回：８月２３日（日）
　・第４回：９月１３日（日）
　　いずれも１１：１５～１５：３０
　　（受付１０：３０～）
　・ミニオープンキャンパス
　  １０月２４日（土）
　　※詳しい日程・内容は未定


